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(57)【要約】
【課題】集電体とキャッププレートとの締結力を向上す
ることによって、漏洩電流を減らすことができるように
した二次電池を提供すること。
【解決手段】
　例えば、ケース、前記ケースに挿入された電極組立体
、前記電極組立体の無地部に連結された集電体に電極端
子、前記電極端子の上部に形成されたガスケット、およ
び前記下面に形成された突出部が前記ガスケットを貫通
して集電体まで延長されるように形成されたキャッププ
レートを含む二次電池が提供される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貫通する開口部と、第１面から延長された少なくとも一つの第１突起と、を有するキャ
ッププレートと、
　前記キャッププレート内において前記開口部を通して延長された電極端子と、
　前記電極端子から延長された集電体と、
　前記電極端子と前記キャッププレートの第１面との間に形成されるガスケットと、
を含み、
　前記第１突起は、前記ガスケットおよび集電体を貫通する
　ことを特徴とする、二次電池。
【請求項２】
　前記電極端子および前記集電体は、別体として構成されており、
　前記電極端子と前記集電体とは、その界面において電気的に連結される
　ことを特徴とする、請求項１に記載の二次電池。
【請求項３】
　前記集電体は、貫通する開口部を含み、
　前記ガスケットおよび第１突起は、それぞれ前記集電体内で前記開口部内に延長され、
　前記第１突起の端部は、前記ガスケットの突起に対して延長され、
　前記電極端子は、前記集電体および前記キャッププレートの間に固定される
　ことを特徴とする、請求項２に記載の二次電池。
【請求項４】
　前記第１突起は、前記集電体内における開口部を通して延長される
　ことを特徴とする、請求項３に記載の二次電池。
【請求項５】
　前記電極端子は、前記集電体と結合する
　ことを特徴とする、請求項１に記載の二次電池。
【請求項６】
　前記電極端子は、前記集電体と溶接される
　ことを特徴とする、請求項１に記載の二次電池。
【請求項７】
　前記電極端子は、前記キャッププレートと電気的に独立する
　ことを特徴とする、請求項１に記載の二次電池。
【請求項８】
　前記集電体は、スリットを含み、
　前記ガスケットおよび第１突起は、前記スリット内にそれぞれ延長される
　ことを特徴とする、請求項１に記載の二次電池。
【請求項９】
　前記第１突起の端部は、拡張されて前記集電体に対して前記スリット内に延長される前
記ガスケットの領域を加圧する
　ことを特徴とする、請求項８に記載の二次電池。
【請求項１０】
　前記第１突起は、前記スリットを通して延長される
　ことを特徴とする、請求項９に記載の二次電池。
【請求項１１】
　前記スリットは、弧形状を有し、
　前記スリット内に延長された前記ガスケットの領域は、前記スリットを詰めるように前
記弧形状に対応する形状を有する
　ことを特徴とする、請求項９に記載の二次電池。
【請求項１２】
　前記電極端子は、前記相対的に広い領域を有し、
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　前記相対的に広い領域は、前記電極端子が延長される方向に対して並んで前記ガスケッ
トの面に沿って延長され、
　前記ガスケットは、前記電極端子の前記相対的に広い領域と前記キャッププレートの前
記第１面との間に圧着される
　ことを特徴とする、請求項１に記載の二次電池。
【請求項１３】
　前記キャッププレートの前記第１面に対向する第２面に前記電極端子上にナットおよび
ワッシャーをさらに含み、
　前記ナットは、前記電極端子上にねじ山締結され、
　前記ガスケットは、前記電極端子の相対的に広い領域と前記ナットとの間に形成される
　ことを特徴とする、請求項１２に記載の二次電池。
【請求項１４】
　前記キャッププレートの第１面に対向する第２面に前記電極端子上にナットおよびワッ
シャーをさらに含み、
　前記ワッシャーは、前記キャッププレートの第２面に接触し、
　前記ワッシャーは、電気的な絶縁体である
　ことを特徴とする、請求項１に記載の二次電池。
【請求項１５】
　前記電極端子は、前記キャッププレートと電気的に独立した
　ことを特徴とする、請求項１４に記載の二次電池。
【請求項１６】
　前記ガスケットは、前記電極端子の一面および前記キャッププレートにおいて開口部の
内側周辺の間に形成され、
　前記キャッププレートの第１面と集電体との間に形成される
　ことを特徴とする、請求項１５に記載の二次電池。
【請求項１７】
　前記ガスケットと前記集電体との間に形成された絶縁体をさらに含み、
　前記絶縁体は、前記スリットを取り囲む
　ことを特徴とする、請求項１６に記載の二次電池。
【請求項１８】
　前記突起は、前記集電体と直接的に接触しない
　ことを特徴とする、請求項１６に記載の二次電池。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、二次電池に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常、二次電池は、充電および放電が可能な電池を意味する。このような二次電池は、
小型の場合、携帯電話、ノートパソコン、カムコーダなどの電子機器で幅広く用いられる
。一方、大型の場合、電気自動車またはハイブリッド自動車のモータを駆動するために用
いられている。なお、二次電池に関する技術としては、例えば、下記の特許文献１に開示
された技術が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－１２９４９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　こうした二次電池の分野において、漏洩電流を減らすことは重要な課題である。そこで
、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところは、集電
体とキャッププレートとの締結力を向上することによって、漏洩電流を減らすことが可能
な、新規かつ改良された二次電池を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、次のような二次電池が提供さ
れる。当該二次電池は、貫通する開口部と第１面から延長された少なくとも一つの第１突
起とを有するキャッププレート、前記キャッププレート内で前記開口部を通して延長され
た電極端子、前記電極端子から延長された集電体、および前記電極端子と前記キャッププ
レートの第１面との間に形成されるガスケットを含み、前記第１突起は前記ガスケットと
集電体とを貫通することができる。
【０００６】
　ここで、前記電極端子および集電体は別途の構成（別体）であってもよく、前記電極端
子と集電体とはその界面において電気的に連結されるように構成されていてもよい。
【０００７】
　そして、前記集電体は貫通する開口部を含み、前記ガスケットおよび第１突起それぞれ
は、前記集電体内で前記開口部内に延長され、前記第１突起の端部は前記ガスケットの突
起に対して延長されて、前記電極端子は前記集電体とキャッププレートとの間に固定され
るように構成されていてもよい。
【０００８】
　また、前記第１突起は前記集電体内の開口部を通して延長されるように構成されていて
もよい。
【０００９】
　また、前記電極端子は前記集電体と結合されていてもよい。
【００１０】
　また、前記電極端子は前記集電体と溶接されていてもよい。
【００１１】
　また、前記電極端子は前記キャッププレートと電気的に独立していてもよい。
【００１２】
　また、前記集電体はスリットを含み、前記ガスケットおよび第１突起は前記スリット内
にそれぞれ延長されるように構成されていてもよい。
【００１３】
　また、前記第１突起の端部は拡張されて前記集電体に対して、前記スリット内に延長さ
れる前記ガスケットの領域を加圧するように構成されていてもよい。
【００１４】
　また、前記第１突起は前記スリットを通して延長されていてもよい。
【００１５】
　また、前記スリットは弧状を有し、前記スリット内に延長された前記ガスケットの領域
は、前記スリットを詰めるように前記弧状に対応する形状を有するように構成されていて
もよい。
【００１６】
　また、前記電極端子は前記相対的に広い領域を有し、前記相対的に広い領域は前記電極
端子が延長される方向に対して並んで前記ガスケットの面に沿って延長され、前記ガスケ
ットは前記電極端子の前記相対的に広い領域と前記キャッププレートの前記第１面との間
に圧着されていてもよい。
【００１７】
　また、前記キャッププレートの前記第１面に反する第２面に前記電極端子上にナットお
よびワッシャーをさらに含み、前記ナットは前記電極端子上にねじ山締結され、前記ガス
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ケットは前記電極端子の相対的に広い領域と前記ナットとの間に形成されていてもよい。
【００１８】
　また、前記キャッププレートの第１面に反する第２面に前記電極端子上にナットおよび
ワッシャーをさらに含み、前記ワッシャーは前記キャッププレートの第２面に接触し、前
記ワッシャーは電気的絶縁体であってもよい。
【００１９】
　また、前記電極端子は前記キャッププレートと電気的に独立していてもよい。
【００２０】
　また、前記ガスケットは、前記電極端子の一面および前記キャッププレートにおいて開
口部の内側周辺の間に形成され、前記キャッププレートの第１面と集電体との間に形成さ
れていてもよい。
【００２１】
　また、前記ガスケットと集電体との間に形成された絶縁体をさらに含み、前記絶縁体は
前記スリットを取り囲むように構成されていてもよい。
【００２２】
　また、前記突起は前記集電体と直接的に接触しないように構成されていてもよい。
【発明の効果】
【００２３】
　以上説明したように本発明によれば、二次電池において、キャッププレートの下面に突
出部を設けて集電体に締結されることによってキャッププレートが集電体に安定的に締結
され、これによって、機械的な強度を確保することができる。また、当該二次電池におい
て、突出部の下部にリベット部を形成することによって、締結力をより向上させることが
できる。さらに、当該二次電池において、キャッププレートの突出部と集電体との間にガ
スケットを形成することによって、相互間に電気的に独立するようにできる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の実施例に係る二次電池の分解斜視図である。
【図２】本発明の実施例に係る二次電池の断面図である。
【図３】図２のＡ部分拡大図である。
【図４ａ】本発明の実施例に係る二次電池の集電体、電極端子、ガスケットおよびキャッ
ププレートの結合を示す図である。
【図４ｂ】本発明の実施例に係る二次電池の集電体、電極端子、ガスケットおよびキャッ
ププレートの結合を示す図である。
【図５】本発明の実施例に係る二次電池を製造する方法を説明するためのフローチャート
である。
【図６ａ】本発明の実施例に係る二次電池を製造する方法を説明するための図である。
【図６ｂ】本発明の実施例に係る二次電池を製造する方法を説明するための図である。
【図６ｃ】本発明の実施例に係る二次電池を製造する方法を説明するための図である。
【図６ｄ】本発明の実施例に係る二次電池を製造する方法を説明するための図である。
【図６ｅ】本発明の実施例に係る二次電池を製造する方法を説明するための図である。
【図６ｆ】本発明の実施例に係る二次電池を製造する方法を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００２６】
　以下、本発明の実施例に係る二次電池の構成について説明する。
【００２７】
　図１は、本発明の実施例に係る二次電池の分解斜視図である。図２は、本発明の実施例
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に係る二次電池の断面図である。図３は、図２のＡ部分拡大図である。図４ａおよび図４
ｂは、本発明の実施例に係る二次電池の集電体、電極端子、ガスケットおよびキャッププ
レートの結合を示す図である。
【００２８】
　図１を参照すれば、本発明の実施例に係る二次電池１００は、ケース１１０、電極組立
体１２０、集電体１３０、電極端子１４０、絶縁体１５０、ガスケット１６０、キャップ
プレート１７０およびナット１９０を含む。また、前記キャッププレート１７０とナット
１９０との間にはワッシャー１８０がさらに形成されていてもよい。
【００２９】
　前記ケース１１０は、アルミニウム、アルミニウム合金またはニッケルがメッキされた
スチールのような導電性金属からなり、前記電極組立体１２０および集電体１３０、１４
０が挿入安着できる開口部が形成されたほぼ六面体状からなる。前記開口部は前記ケース
１１０の上部に向かって開放されている。
【００３０】
　前記電極組立体１２０は、薄い板形または薄形からなる第１電極板１２１、第２電極板
１２２、および第１電極板１２１と第２電極板１２２との間に位置するセパレータ１２３
の積層体を巻き取るか重なって形成される。例えば、第１電極板１２１は正極、第２電極
板１２２は陰極を形成することができる。この場合、前記第１電極板１２１は、アルミニ
ウムのような金属箔からなる第１電極集電体に遷移金属酸化物などの第１電極活物質を塗
布することによって形成され、前記第２電極板１１２はニッケルまたは銅のような金属箔
からなる第２電極集電体に黒鉛または炭素などの第２電極活物質を塗布することによって
形成される。もちろん、前記第１電極板１２１と第２電極板１２２とを互いに極性を交換
して配置してもよい。
【００３１】
　前記セパレータ１２３は、第１電極板１２１と第２電極板１２２との間に位置して電気
的短絡を防止し、リチウムイオンの移動を可能にする。前記セパレータ１２３はポリエチ
レン、ポリプロピレンまたはポリエチレンとポリプロピレンとの複合フイルムからなるこ
とができる。
【００３２】
　また、前記第１電極板１２１および第２電極板１２２の領域中において、前記第１電極
活物質および第２電極活物質が形成されない領域は一対の無地部１２４を構成する。前記
第１電極板１２１および第２電極板１２２に形成された無地部１２４は、それぞれ前記集
電体１３０と連結されて電流経路を形成する。
【００３３】
　前記集電体１３０は前記無地部１２４とそれぞれ連結される。前記集電体１３０は一対
に構成されており、前記無地部１２４にそれぞれ連結される。前記集電体１３０は前記無
地部１２４と連結される第１領域１３１と、前記第１領域１３１から折曲された第２領域
１３２とを含んでなる。
【００３４】
　前記第１領域１３１は前記無地部１２４の長さ方向である第１方向に沿って形成される
。前記第１領域１３１は前記無地部１２４の側面から圧着された状態で結合する。前記第
１領域１３１は一般的な方法である溶接を通して前記無地部１２４と結合することができ
る。
【００３５】
　前記第２領域１３２は前記第１領域１３１から延長形成される。前記第２領域１３２は
前記第１方向とほぼ垂直方向である第２方向に沿って形成される。前記第２領域１３２は
前記第１方向を通して前記第２領域１３２を貫通するスリット１３２ａを設ける。前記ス
リット１３２ａは、例えば、曲面の弧を形成して対称な二つのスリット形状からなること
ができる。つまり、これら２つの弧状のスリットは、凹部が対向するように第２領域１３
２に形成されている。前記スリット１３２ａは前記電極端子１４０およびガスケット１６
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０によって貫通されて、前記第２領域１３２が前記電極端子１４０およびガスケット１６
０と締結されるようにする。
【００３６】
　前記電極端子１４０は前記集電体１３０の上部に結合する。前記電極端子１４０は前記
集電体１３０の第２領域１３２の上面に第１方向に結合する。すなわち、前記電極端子１
４０は前記第２領域１３２にほぼ垂直に形成される。前記電極端子１４０は前記集電体１
３０と別途の構成で形成されることができ、キャッププレート１７０と集電体１３０の第
２領域１３２との間に適用された圧力で形成されることができ、前記集電体１３０に溶接
を通して一体に結合することもできる。
【００３７】
　前記電極端子１４０は前記集電体１３０の第２領域１３２に接する第１領域１４１、前
記第１領域１７３に連結された第２領域１４２、および前記第２領域１４２に接して前記
キャッププレート１７０の上部に突出する第３領域１４３を含む。
【００３８】
　前記第１領域１４１は前記集電体１３０の第２領域１３２の上部に形成される。前記第
１領域１４１は、前記集電体１３０の第２領域１３２中においてスリット１３２ａが形成
されない領域に結合する。例えば、前記集電体１３０は前記スリット１３２ａの間に形成
された領域に結合することができる。
【００３９】
　前記第１領域１４１は前記集電体１３０の第２領域１３２と接触を通して、機械的およ
び電気的に連結される。また、前記ガスケット１６０およびキャッププレート１７０が前
記第１領域１４１の上部を押した状態で前記集電体１３０と機械的に締結する。したがっ
て、前記第１領域１４１が前記集電体１３０とキャッププレート１７０との間に位置し、
前記電極端子１４０が位置を固定することができる。
【００４０】
　前記第２領域１４２は前記第１領域１４１にほぼ垂直な第１方向、例えば、前記電極端
子１４０のフランジの延長される方向に垂直方向に突出形成される。前記第２領域１４２
は前記第１領域１４１と第３領域１４３との間を連結して電流経路を形成し、前記第３領
域１４３が前記キャッププレート１７０の上部に形成できるように支持する。前記第２領
域１４２はほぼ前記ガスケット１６０およびキャッププレート１７０の厚さに対応する高
さで形成される。
【００４１】
　また、前記第２領域１４２は前記第１領域１４１より小さい断面積を有するように形成
される。したがって、前記キャッププレート１７０が前記第２領域１４２の上部において
第１方向に沿って結合する場合、前記第１領域１４１を押しながら結合することができる
。したがって、前記電極端子１４０は前記集電体１３０と別途の構成である場合において
も、前記キャッププレート１７０の結合力によって、前記集電体１３０と電気的かつ物理
的に強固に締結されることができる。
【００４２】
　前記第３領域１４３は前記第２領域１４２にほぼ垂直な第１方向に突出形成される。前
記第３領域１４３は前記キャッププレート１７０の上部に突出し、その周りにねじ山を設
ける。前記第３領域１４３は前記ねじ山に結合したワッシャー１８０およびボルト１９０
と締結され、前記第１領域１４１とボルト１９０との間に前記キャッププレート１７０を
プレスして、高い締結力を提供することができる。
【００４３】
　前記絶縁体１５０は、前記集電体１３０の上部に形成される。前記絶縁体１５０は内部
に環形状のホール１５０ａを設け、前記電極端子１４０の第１領域１４１の周辺領域に沿
って形成される。前記ホール１５０ａは図３に示されたように、内周縁の大きさがスリッ
ト１３２ａの外周縁に対応することができる。前記絶縁体１５０は前記ガスケット１６０
の密封効果を向上させ、前記集電体１３０が前記キャッププレート１７０と接触すること
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を防止し、前記キャッププレート１７０を前記集電体１３０と電気的に独立させる。
【００４４】
　前記ガスケット１６０は、前記電極端子１４０および絶縁体１５０の上部で第１方向を
通して結合する。前記ガスケット１６０は、前記電極端子１４０の第１領域１４１をプレ
スしながら結合する。また、前記ガスケット１６０は、前記キャッププレート１７０に下
部から結合して前記キャッププレート１７０を密封する。したがって、前記ガスケット１
６０は、前記ケース１１０内部の電解液が漏出されることを防止する。
【００４５】
　前記ガスケット１６０は前記キャッププレート１７０によって貫通されるが、前記キャ
ッププレート１７０が前記集電体１３０および電極端子１４０と接触することを防止する
ことによって、前記キャッププレート１７０が電気的に独立できることになる。
【００４６】
　前記ガスケット１６０は前記電極端子１４０の第１領域１４１の上部に形成される第１
領域１６１、前記第１領域１６１から上部に突出されて前記キャッププレート１７０に締
結される第２領域１６２、および前記第１領域１６１から下部に突出されて前記集電体１
３０に結合する第３領域１６３を含む。
【００４７】
　前記第１領域１６１は前記電極端子１４０の第１領域１４１を上部からプレスして形成
される。また、前記第１領域１６１は前記絶縁体１５０上部の一部にまで延長されて、前
記絶縁体１５０を上部からプレスする。したがって、前記第１領域１６１は前記絶縁体１
５０とのスキ間を埋めて、電解液が漏出されないようにする。また、前記第１領域１６１
は前記電極端子１４０を前記キャッププレート１７０と電気的に独立させる。
【００４８】
　前記第２領域１６２は前記第１領域１６１から上部に突出形成される。前記第２領域１
６２は前記キャッププレート１７０の内部を貫通して形成される。前記第２領域１６２は
内部に上部貫通ホール１６２ａを設け、前記上部貫通ホール１６２ａを通して、前記電極
端子１４０の第２領域１４２が突出する。前記第２領域１６２は前記第１領域１６１と共
に、前記電極端子１４０を前記キャッププレート１７０と電気的に独立させる。
【００４９】
　前記第３領域１６３は前記第１領域１６１から下部に突出形成される。前記第３領域１
６３は前記電極端子１４０の第１領域１４１と絶縁体１５０との間を貫通し、前記集電体
１３０の第２領域１３２の下部にさらに突出する。前記第２領域１６２は内部に下部貫通
ホール１６３ａを設ける。そして、前記キャッププレート１７０の一部領域が前記下部貫
通ホール１６３ａを貫通して、前記集電体１３０の下部に突出することができる。したが
って、前記キャッププレート１７０は前記集電体１３０と機械的に連結されて、前記電極
端子１４０の締結力を向上させることができる。
【００５０】
　前記キャッププレート１７０は前記ケース１１０の上部に形成されて前記ケース１１０
を密封する。前記キャッププレート１７０は前記ケース１１０の開口部の周縁に沿って、
溶接を通して結合することができる。
【００５１】
　前記キャッププレート１７０は、前記電極端子１４０が位置した領域に端子ホールを１
７１を設ける。前記端子ホール１７１の内壁は前記ガスケット１６０の第２領域１６２に
よって取り囲まれ、前記第２領域１６２の上部貫通ホール１６２ａを通して、前記電極端
子１４０が突出する。したがって、前記キャッププレート１７０は前記電極端子１４０と
電気的に独立することができる。
【００５２】
　前述したように、前記キャッププレート１７０は下部貫通ホール１６３ａを通過するこ
とができ、前記集電体１３０の下部領域の外部に突出することができる。これについて、
前記キャッププレート１７０は前記端子ホール１７１の周縁付近に下部に突出する突出部



(9) JP 2012-109241 A 2012.6.7

10

20

30

40

50

１７２を設ける。前記キャッププレート１７０は前記突出部１７２を通して前記集電体１
３０に結合する。この場合、前記突出部１７２は前記ガスケット１６０の第３領域１６３
の下部貫通ホール１６３ａを貫通する。したがって、前記突出部１７２の側部は、前記ガ
スケット１６０の第３領域１６３によって取り囲まれるようになるので、前記突出部１７
２は前記集電体１３０と絶縁状態を維持することができる。結局、前記キャッププレート
１７０は、前記突出部１７２を通して前記集電体１３０と機械的に連結し、電気的には絶
縁された状態を維持することができる。
【００５３】
　また、前記キャッププレート１７０は前記突出部１７２の下面にリベット部１７３が設
けられる。前記リベット部１７３は前記突出部１７２の下面をリベッティングすることに
よって形成される。前記リベット部１７３は前記ガスケット１６０の第３領域１６３に沿
って形成される。前記リベット部１７３は前記ガスケット１６０を固定して、前記突出部
１７２が前記ガスケット１６０から離脱することを防止できる。もちろん、この場合、前
記リベット部１７３は前記ガスケット１６０の第３領域１６３にだけ接し、前記集電体１
３０の第２領域１３２には接しないように形成することによって、前記キャッププレート
１７０が前記集電体１３０と電気的に独立できることになる。
【００５４】
　また、前記キャッププレート１７０は上面に安全ベント１７４および電解液注入キャッ
プを設ける。前記安全ベント１７４は前記キャッププレート１７０において他の領域に比
べて相対的に薄い厚さで形成されるので、前記ケース１１０内部の圧力が増加する場合、
前記安全ベント１７４が先に開放されて安全性を高めることができる。また、前記電解液
注入キャップ１７５は前記ケース１１０に電解液を注入した後、注入口を密封することに
なる。
【００５５】
　前記ワッシャー１８０は前記キャッププレート１７０の上部に形成され、前記電極端子
１４０と結合する。前記ワッシャー１８０は前記電極端子１４０の第３領域１４３に形成
され、以後、前記ナット１９０が前記電極端子１４０の第３領域１４３と結合する場合、
振動によって前記ナット１９０が分解されることを防止する。前記ワッシャー１８０は、
前記キャッププレート１７０が前記電極端子１３０と電気的に独立する場合、絶縁材質か
らなる。
【００５６】
　前記ナット１９０は前記電極端子１４０の上部から第１方向に沿って結合する。前記ナ
ット１９０は内部にねじ山を設けて、前記電極端子１４０の第３領域１４３の外周縁に形
成されたねじ山と締結される。前記ナット１９０は前記電極端子１４０との結合力を通し
て、前記電極端子１４０およびこれと連結された前記集電体１３０が前記キャッププレー
ト１７０と安定して結合するようにする。
【００５７】
　前記のように、本発明の実施例に係る二次電池１００は、キャッププレート１７０の下
面に突出部１７２を設けて集電体１３０に締結可能にすることによって、キャッププレー
ト１７０が集電体１３０に安定的に締結可能にすることができる。そして、本発明の実施
例に係る二次電池１００は、突出部１７２の下部にリベット部１７３を形成することによ
って、締結力をより向上させることができる。また、本発明の実施例に係る二次電池１０
０は、キャッププレート１７０の突出部１７２と集電体１３０との間にガスケット１４０
を形成することによって、相互間に電気的に独立するようにできる。
【００５８】
　以下、本発明の実施例に係る二次電池の製造方法について説明する。
【００５９】
　図５は、本発明の実施例に係る二次電池を製造する方法を説明するためのフローチャー
トである。図６ａ～図６ｆは、本発明の実施例に係る二次電池を製造する方法を説明する
ための図である。
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【００６０】
　図５を参照すれば、本発明の実施例に係る二次電池１００を製造する方法は、電極端子
の結合段階（Ｓ１）、絶縁体の結合段階（Ｓ２）、ガスケットの結合段階（Ｓ３）、およ
びキャッププレートの結合段階（Ｓ４）を含む。また、前記キャッププレートの結合段階
の以降にリベッティング段階（Ｓ５）をさらに含むことができる。以下、図５における各
段階について、図６ａ～図６ｆを用いて説明する。
【００６１】
　図５および図６ａを参照すれば、前記電極端子の結合段階（Ｓ１）は、集電体１３０に
電極端子１４０を結合する段階である。前記電極端子１４０は、前記集電体１３０の第２
領域１３２に形成される。ただし、前記電極端子１４０は、締結力を高めるためには前記
第２領域１３２に溶接されることができ、場合によっては、前記電極端子１４０を集電体
１３０と一体に形成することができる。
【００６２】
　図５および図６ｂを参照すれば、前記絶縁体の結合段階（Ｓ２）は、前記集電体１３０
の上部に絶縁体１５０を結合する段階である。前記絶縁体１５０は、前記電極端子１４０
の外周縁に形成される。前記絶縁体１５０は内部に環形状のホール１５０ａを設け、これ
によって、前記集電体１３０の外周縁に形成されることができる。
【００６３】
　図５および図６ｃを参照すれば、前記ガスケットの結合段階（Ｓ３）は、前記電極端子
１４０および絶縁体１５０の上部から第１方向に沿ってガスケットを結合する段階である
。この時、前記ガスケット１６０は第２領域１６２の上部貫通ホール１６２ａが前記電極
端子１４０によって貫通可能に形成される。また、前記ガスケット１６０は、第３領域１
６３が前記集電体１３０の第２領域１３２に形成された貫通ホール１３２ａを貫通するよ
うに形成される。また、前記ガスケット１６０は、前記電極端子１４０および絶縁体１５
０を前記集電体１３０に圧着させるように結合する。
【００６４】
　図５および図６ｄを参照すれば、前記キャッププレートの結合段階（Ｓ４）は、前記ガ
スケット１６０の上部から第１方向に沿ってキャッププレート１７０を結合する段階であ
る。前記キャッププレート１７０は、貫通ホール１７１が前記ガスケット１６０の第２領
域１６２によって貫通されることによって結合することになる。また、前記キャッププレ
ート１７０は、前記ガスケット１６０の第１領域１６１に接するように形成される。そし
て、この時、前記キャッププレート１７０に形成された突出部１７２の下部１７２’は前
記ガスケット１６０の下部貫通ホール１６２ａを貫通して、前記集電体１３０より下部ま
で突出形成される。
【００６５】
　図５および図６ｅを参照すれば、前記リベッティング段階（Ｓ５）は、前記キャッププ
レート１７０の突出部１７２の下部１７２’を下面からリベッティングする段階である。
前記突出部１７２の下部１７２’はリベッティングを通してリベット部１７３に変形され
る。前記リベット部１７３によって前記キャッププレート１７０は前記ガスケット１６０
と安定的に結合することができる。
【００６６】
　以上の説明は、本発明による二次電池およびその製造方法を実施するための一つの実施
例に過ぎないものであって、本発明は前記実施例に限定されるものではなく、以下の特許
請求の範囲において請求するように、本発明の要旨を逸脱することなく当該発明の属する
分野で通常の知識を有する者であれば、誰でも多様な変更実施が可能な範囲にまで本発明
の技術的精神がいるとみなされる。
【符号の説明】
【００６７】
　１００　　二次電池
　１１０　　ケース
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　１２０　　電極組立体
　１３０　　集電体
　１３２ａ　　貫通ホール
　１４０　　電極端子
　１５０　　絶縁体
　１６０　　ガスケット
　１６２ａ　　上部貫通ホール
　１６３ａ　　下部貫通ホール
　１７０　　キャッププレート
　１７２　　突出部
　１７３　　リベット部
　１８０　　ワッシャー
　１９０　　ナット
 
 

【図１】 【図２】

【図３】



(12) JP 2012-109241 A 2012.6.7

【図４ａ】

【図４ｂ】

【図５】

【図６ａ】

【図６ｂ】

【図６ｃ】

【図６ｄ】

【図６ｅ】



(13) JP 2012-109241 A 2012.6.7

【図６ｆ】



(14) JP 2012-109241 A 2012.6.7

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｈ０１Ｍ   4/70     (2006.01)           Ｈ０１Ｍ   4/70    　　　Ａ          　　　　　


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

